
電話ｄｅ詐欺被害状況（令和4年9月末）
被害件数 １，０２４件（前年比＋２１５件）
被害総額 約２０億４，７００万円（前年比＋約７，９００万円）

令和４年10月号

問：貸出機器を設置後の不審電話や迷惑電話がかかってきた頻度

貸出機器を設置後、

約７割の人が不審電

話や迷惑電話が「な

くなった」「減っ

た」と効果を実感し

ている。

貸出機器の設置は、

約８割の人が「被害

防止効果がある」と

効果を実感している。

問：詐欺を防止するためには、どのような対策が重要か

問：貸出機器を設置したことによる詐欺等の被害防止効果

電話ｄｅ詐欺の被害を防止するには、多くの人が

「迷惑電話対策機器の設置」「留守番電話設定」が

重要と回答している。

「犯人と話さないこと」が詐欺被害防止の一番の対策です。

迷惑電話対策機器は、詐欺被害防止に大変有効です。

是非、この機会に導入をご検討ください。

約８割の人が

迷惑電話対策機器の

有効性を実感!!

被害認知件数
うち高齢者

被害件数

高齢者が

占める割合

全刑法犯 23,747 3,157 13.3%

侵入窃盗 1,908 500 26.2%

電話ｄｅ詐欺 1,024 956 93.4%

県内における高齢者の犯罪の被害状況（令和4年９月末）

※ 数値は暫定値、65歳以上の方を「高齢者」として示す。


